ＥＳＤＧｓ通信105　20210224　学校だよりに見るＥＳＤへの道のり（③～⑤）

皆様、お世話になっております。
前回のＥＳＤＧｓ通信では通信総量として１０Mを超えて、多くのメールが戻ってきてしま
いました。結局、添付資料なしにしてアドレスを載せて再送信させていただきました。

　その反省に立って、ホームページESD,SDGsを推進する手島利夫の研究室 (esd-tejima.com)に
「八名川小学校の学校だよりで振り返るＥＳＤの学校づくり①～⑤」という新たなページを
開き、そこからご覧いただけるようにいたしました。
　トップページの下の方、新着情報ロゴの右下のアイコンからお入りください。
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前回までにお送りした資料も合わせて並べると、次のようにまとまっています。
①　日本の学校教育の理想の姿：ＥＳＤ、ＳＤＧｓの学校の実現
②　開校１００周年を機会にようやく教育目標を変えた頃
③　ＥＳＤ世界会合に向けた発信の充実期
④　ちょっと充実した頃（普通はここらで異動・定年になり、校長の夢もご破算になる頃）
⑤　八名川小に着任した頃（ＥＳＤの学校に向けて慎重に離陸させようとしていた頃）

③では、前号で話題になっていた「２０１４年（平成26年）１０月号が楽しみ……困った
ときの八名川小・手島校長」の話も出てきます。それは、科学未来館で行われた「ＥＳＤフェ
スタ2014」の記事の時のことでした。金曜の夜に電話がかかってきて、「来週土曜のフェス
タで子どもたちに、白井貴子さんの歌に合わせたＥＳＤのダンスを披露してもらえないでし
ょうか。ダンスチームのご都合がつかなくなってしまったので…」という統括官付きのお困り
が伝わってくるお電話でした。八名川小ウィークエンドスクールの保護者さんに無理を承知
で相談したところ「音と映像があれば何とかしましょう」と二つ返事。翌朝から卒業生も来て、
小学生と一緒に踊りながら教えてくれて、土曜日には引率体制も含めて完璧な準備ができて
いたのです。学校だよりでは、保護者にメインで伝えたい別の内容があり、小さな記事になっ
てしまいましたが、実は、日本の教育にとっては次のような価値ある出来事でした。
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また、この時の出会いを下村博文文部科学大臣が印象強く覚えていたため、10月8日・参議院予算委員会でのご
答弁でも、「江東区の八名川小学校のＥＳＤカレンダーは本当にすばらしい。ここまで取り組んでる学校はまれでは
ないかと思います。・・ＥＳＤに関するこうした優れた取り組みを積極的に発信し・・ＥＳＤカレンダー等を積極的
に文部科学省がＰＲすることによって各学校で取り組んでもらえるよう、広報活動をしてまいりたい。」というお約
束をいただけたのです。（写真とも、2014年度の八名川小学校研究紀要掲載記事より引用）

その、10月8日の参議院予算委員会での下村文部科学大臣のお約束発言を伝える 教育新聞記事↓
[image: C:\Users\tejima\Desktop\新しいフォルダ\img320.jpg]

このフェスタのご縁もあって、平成26年11月号の学校だより記事での、八名川小の教育を
国内外に発信！下村文部科学大臣の「江東区立八名川小学校のことはよく承知しています。Ｅ
ＳＤカレンダーは、ユネスコスクールだけでなく、全国の学校に広めていきたいと思います。」
につながり、それが学習指導要領では【カリキュラム・マネジメント】と名を変えて、教科等
横断的な教育課程編成上の重要事項として示されるようになったのです。またこの頃は、ＥＳ
Ｄ世界会合を愛知・名古屋で開催する関係で、国際統括官付きは激烈な毎日が続いていたと拝
察されます。また、八名川小学校にも一日にいくつもの取材や来校者が重なったりしていまし
た。9月号にはその頃の発信一覧が掲載されていました。

　④は八名川小で４年目から２年目にかけての頃を遡る記事ですが、「やながわファミリー」
（学校地域支援本部）と「八名川小ウィークエンドスクール」が東京都から同時にダブル表彰
されたり、学校が「ユネスコスクールＥＳＤ大賞」をいただいたり、八名川まつりが定着して
きたり、様々な取り組みの成果が少しずつ形になり始めていました。また、保護者に向けては
「児童の意欲や能力は転移します」なんて言ったりしていました。普通、校長の任期は２～３
年、どんなに長くても４～５年ですので、開校100周年記念事業がなかったとしたら、この④
くらいまでで強制的に異動となり、③～①の成果というのは、あり得なかったことなのです。
　
地域の方々の「100周年は手島校長で！」という信頼が、普通の公立学校では決してあり得
ない奇跡的な学校の姿を実現させてくださったのかもしれません。また、東京都の65歳まで
再任用校長を認める制度がなかったら、八名川小の３年目までで６０歳を迎え、退職していた
はずです。東京都の再任用制度と江東区教育委員会のご配慮のおかげもあって、「ＥＳＤの学
校の姿」を皆さんにお見せすることができたのだと感謝しています。

　⑤では八名川小2年目の秋から、着任した年の4月まで遡ります。「異質への寛容」を語っ
たり、東日本大震災への支援活動の様子を伝えたり、生活の在り方の見直しを訴えたりしてい
ました。また着任直後の4月には従来の教育を大切にしながらも「未来社会の担い手を育む
教育に取り組みます」なんて言っちゃったり、5月号では全校朝会で最初に話した子どもたち
への問いかけ、「何のために学ぶのですか」「私たちはどんな時代に生きていくのでしょうか」
「温暖化が進むと…」「未来を変えていく能力を…」などの紹介をしていました。

　私は教育の研究というものは、区内外の教員仲間に向けた発表会に集まった人数よりも、保
護者・地域に向けて、あるいは広く国内外に向けても常に公開し、たとえお一人とでも、一緒
に考えていきたいと思っておりましたので、校内研究会の研究授業も、そのあとの研究協議会
も常に公開しておりました。普段でもお問い合わせがあれば必ず対応しておりました。
　そのような研究会に毎回のようにご参加くださっていた保護者からも、先日の発信に対し
て次のようなお返事をいただきました。

「…前回と今回の『学校だよりに見るESDへの道のり』、とても感慨深く拝読させていただきました。手島先
　　　生の学校だよりを保護者としてリアルタイムで読ませていただいていたときから、当たり前のように届け
てくださる学校だよりが、決して当たり前ではない（通り一遍ではない、特別にすばらしい！）ことは、認識
していたように思います。ESD教育という中身がすばらしいことは言うまでもありませんが、研究、実践、情
報発信、考察が子どもたちの学校生活としっかり結びついていたことが何よりもすごいことだと振り返りま
した…。」

　さて、ウィズコロナ、アフターコロナに向けて、学校教育関係者の関心がメディアリテラ
シーに集中し、個別最適化という視点に流れている昨今ですが、それらのツールをどのよう
に駆使してどのような人間を育てようとしているのか、しっかりと考えていく必要がありそ
うだなと感じているところです。皆様のご意見をお聞かせいただけると幸いです。
皆様、寒暖差の大きな時期ですが、一層ご自愛ください。　　
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　　 　　　　　　　　　　　　　　事務所：〒130-0025　東京都墨田区千歳１－５－１０
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日本科学未来館で行われたＥＳＤフェスタ２０１４に八名川小学校の児童が参加・協力

シンガーソング

ライター

の白井貴子さんの歌うＥＳＤ応援ソングに花を添えることができた。
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